
鷺沼駅前再開発地区に 

溝の口・ノクティ２（マルイ）の約２．５倍、霞が関ビルと同規模 

 

開発の中心は高層住宅。駅前街区と北街区をつなぐデッキもない。

公共機能の移転はタワーマンション売り出しのため？ こんな再

開発に多額の税金がつぎ込まれる。３０年使える現区役所・市民

館・図書館は存続させ、鷺沼に支所、市民館・図書館の分館を！ 

発行 宮前区役所・市民館・図書館の移転に反対し、鷺沼駅前再開発を考える区民の会 

ホームページ 「宮前区役所移転に反対する会」で、検索できます。 

 



問題山積みの鷺沼駅前再開発（申請書）！ 

環境アセスメント条例に基づく鷺沼駅前再開発事業

に関する意見書が出せます。 

 

〇南海沖トラフ大地震（マグニチュード８～９級）の起きる確率 

 は３０年以内に７０～８０％とされています。申請書では、い 

 っさいふれていません。鷺沼駅前周辺は土砂災害警戒区 

 域です。鷺沼駅北側の法面と陸橋の崩落・落下が心配です。 

 

〇申請書の建物１階に予定されている交通広場の広さでは、 

 向丘地区だけでなく、宮前区全域からのバス便とタクシー 

 の集中による渋滞が心配されます。 

〇北街区（区役所）、駅前街区（市民館・図書館）の駐車場への 

 入り口は左イン左アウト計画です。進入路はいずれも坂道 

 で、ここでも渋滞が心配です。 

〇北街区、駅前街区に入るために、この一方通行の道路に接 

 続している生活道路から進入してくる車が増えます。人と 

 車の接触事故の心配が高まります。 

〇駅前街区と北街区はデッキではなく、従来の道路で横断す 

 ることになります。歩行者と車の接触事故が心配されます。 

                          

〇住民が増え（５３０戸・約２０００人）、通勤・通学も増えると、朝 

 晩の電車のラッシュ時対策が必要ですが、申請書にはいっ 

 さいふれていません。小杉駅の経験を生かすべきです。 

 

〇南西からの風は、３７階（１４７ｍ）と２０階（９２ｍ）に当たると、風

は建物に沿って真下へ向かい、地面にそって建物南西の住宅・

飲食店街へ強く吹きつけます。ビル風対策が必要です。 

 

〇二棟のタワーマンションによる日影は、再開発地区の北側、鷺 

 沼三丁目、土橋三丁目の住宅地で１日中、日影になる心配が  

 あります。 

 

 

問題はまだまだあります。ぜひ、みなさんのご意見を下記へお願いします。 

 

意見書提出先 川崎市環境局環境評価室 電話 044－200－2156 

再開発計画問合せ先 川崎市まちづくり局市街地整備部地域整備推進課 電話 044－200－3009 

再開発計画質問先 鷺沼駅前地区再開発準備組合（東急桜丘町ビル） 電話 03－6222－8570 

意見書提出 

にご協力を 

問題１ 防災・震災対策 

問題２・３交通・道路対策 

問題４ 電車・鷺沼駅対策 

問題５ ビル風対策 

問題６ 日照権対策 

 


